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1 はじめに





















一般に直接線に関しては，CT の検出器で測定される X 線強
度 I は,対象物の厚さを l,減弱係数を ,入射 X線強度を I0 と
すると,
I = I0 exp[ l] (1)
のように表すことができ, これは Lambert-Beerの法則と呼ばれ
る. しかしながら, 実際にはこれにポアソン分布に従った量子ノ
イズ Poisson(Im)と,他の部位からの散乱線  が加わっており,



























































Im() 実際の測定値cIm() 推定した測定値bi() 推定した散乱線量
1. 初期画像 x0 を入力．
2. 実際の測定値 Im() とモデルで推定した測定値 cIm() と
の I-Divergenceの評価関数 (式 (3))が十分に収束するまで
再構成を繰り返し行う．
















タ取得時は 105 , 提案手法での再構成時は 107 , エネルギーは
70[kev]の単色仮定とし，回転角度方向の角度分割数を 128 ,検出
器はアレイ状に配置するものとしその数は 128 とする．測定空






































図 3 真の再構成画像 図 4 従来法 (散乱線なし)

































































従来法 (散乱線なし) 1:5 106 0.006142
1:8 106 0.006102





した. 今後は, 様々なファントムを用いること, 画像サイズを増
加させること，多数の統計による検証が課題としてあげられる.
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